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て、やりたい人いませんかと、こういう計画で

やりたいんだと、実はこういう制度があって、

補助も受けられる、融資もオーケーですと。そ

ういうふうな形でまず進めていきたいなと思っ

ております。その際に、大切なことは、今の長

井市では観光と物産というのは全く別なものに

なってるんですね。観光協会は観光だけ、地場

産業振興センター等扱ってるものについては物

産だけ、これはぜひ一体化をしていかなきゃい

けないだろうなというふうに思っているところ

です。以上です。 

○安部 隆委員長 ３番、江口忠博委員。 

○３番 江口忠博委員 ありがとうございました。

きょうの総括では、私のこれから後に続く各委

員の方々も、このかわと道の駅あるいは河川公

園についての質問をされるようであります。私、

今回かなりたくさんの項目を準備してまいりま

したが、ちょっと不慣れなもので申しわけなく

思っておりますけども、全てにおいて、きちっ

とした質問もなかなかできなかったような気が

しております。 

 でも、今のこの１時間弱のことを振り返って

みますと、やはり民間の資本がこれからまちに

どんなふうに、どういうことをきっかけにして

流れていくか、投資されるかということも、ど

こかにきちんとイメージを持ちながら公共財と

しての資本的投資をしていかなきゃいけないと

いうことだと思うんです。ですから、これから

タウンマネージャーという言葉がいいのかわか

りませんが、人材をつくっていかなきゃいけな

いということもおっしゃいました。これはこの

２年間の未来塾の中で、どれだけの方々が成長

されたかということはなかなかわかりませんけ

ども、それも一つの投資だったんだろうなとい

う気がいたします。 

 いずれにしましても、これからの継続的な投

資というのは、そんなに簡単なことじゃないだ

ろうと思います。いろんな国の制度を利用する

とおっしゃいますけれども、そうそう長井市ば

っかり国が目を向けてくれるわけではありませ

んので、そんなことも考えますと、それこそ行

政と市民の方々が一体となった協働のまちづく

りをこれからその名前のとおりにやっていかな

いと、なかなかうまく進まないだろうなと思い

ます。 

 冒頭申し上げましたように、これからの市長

が行われる意見交換会などにも、十分私は市長

に期待するということばかりではなくて、市民

の方々からさまざまな意見が寄せられることを

強く期待しているわけです。しばらくこの議論、

きょう１日、あしたにかけて続くと思いますが、

私もこの後聞かせていただいて、これは本当に

今回の議会の天王山のような話なのかなと、答

弁、質疑なのかなと思っておりますので、まず

これからもよろしく審議のほどお願い申し上げ

て、質問を終わります。ありがとうございまし

た。 
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○安部 隆委員長 次に、順位２番、議席番号４

番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 日本共産党の今泉春江で

ございます。 

 まず、長井市再生整備事業、観光振興計画に

ついてお伺いいたします。簡潔にお答えいただ

きたいと思います。 

 市は、９月15日の市報と一緒に、あやめＲｅ

Ｐｏで長井市再生計画を全戸に配布いたしまし

た。まず、確認したいのは、この文書は、今回

問題となっている市の再生計画の全体像と見て

よろしいのでしょうか、市長。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 
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 全体像では決してございません。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 次に、お伺いします。 

 このように19億円もかけ、市の将来にも大き

く影響する大規模な計画を立てる場合には、か

なり慎重を期さなければならないと思いますが、

いかがでしょうか、市長。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 そのとおりでございます。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 そこで、この計画では、

企業城下町長井の繁栄と衰退という項目があり

ます。活力を再び取り戻すとして３項目の具体

化を掲げています。しかし、活力を取り戻すと

いうなら、長井市がなぜ活力を失ったか、衰退

したのかをよく分析しなければ有効な活力を生

み出す方法も出てこないと思いますが、市長は、

長井市の衰退の実態とその原因をどうとらえて

いますか、お聞かせください。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 複雑な、さまざまな要素が加わ

っておりますので、一言で申し上げる内容では

ないというふうに思います。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 一言ではと今の答弁でし

たけれども、このあやめＲｅＰｏに書いてあり

ます長井の繁栄と衰退、これを市民にお示しな

さったわけですので、市民の方は、長井市の衰

退というのは、これが原因だというふうに見る

わけじゃないでしょうか。そして、私は、長井

市の衰退という場合、ここにも書いてあります

ように、東芝系企業が衰退しただけではないと

考えます。 

 私は、最も重大なのは農業の衰退ではないか

と思います。長井市は、農業で支えられてきた

まちです。その農業を見ますと、長井市の農家

世帯は、ピークだった53年の3,077世帯から現

在、平成22年では1,410世帯と1,667世帯が減り、

ピーク時の半分以下に減っております。農家従

事者は、ピークの昭和45年の9,669人から現在、

平成22年で2,791人となり、5,593人、８割も減

っています。このあやめＲｅＰｏでは、企業城

下町、この東芝系の企業が3,000人の方が減っ

てるというようなことが書かれていたと思いま

す。 

 そして、なぜ農家がこうなったのか。自然減

少ではないと思います。今まで工業が優先、農

業切り捨ての政治がありました。自動車などの

輸出のため、外国農産物を入れる極端な政策に

より、食料自給率は現在39％、辛うじて自給で

きるのは米だけで、しかもその米も輸入に押さ

れ、成り立たなくなってきている現状です。 

 また、市の発展に重要な基盤となる人口はど

うでしょうか。長井市の人口のピークは、終戦

の直後、昭和22年の３万8,025人ですが、現在、

平成22年は２万9,476人、8,549人も減っていま

す。今はさらに減っていると思います。この10

年間を比べてみても、３万3,260人から２万

9,476人と3,784人も減り、ついに３万人台を切

りました。なぜ人口が減っているのでしょうか。

一つは、人口の都会などへの流出があり、もう

一つは少子化があると思います。 

 少子化については、厚生労働省の発表があり

ますが、女性一人が一生に出産する子供の数が

1.39人で、2011年に生まれた子供の人数は前年

比２万606人減の105万698人で、過去最低を更

新しています。これは15歳から49歳の女性人口

が減ったためと、結婚件数が66万1,500件と過

去最低だったことが上げられています。しかし、

未婚者の９割が結婚を望んでおり、子供も２人

から３人が欲しいという親が８割以上に上って

います。なぜ結婚ができず、子供も産めないの

でしょうか。 

 子育て世代の年間の可処分所得は、2000年か

らこの10年間で30歳から39歳で22万円、29歳以

下は25万円と大幅に減少しています。若い人た
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ちの３分の２、女性の半数以上が非正規雇用、

賃金も手取り10万円や20万円では結婚もできず、

子供も産めないという状況が進んでいるからで

す。 

 以上、長井市の衰退をめぐり、２つの点を見

てきましたが、この現象は長井市だけではあり

ません。日本全体に共通しています。一方では、

大企業は収益を上げ続け、史上最高の260兆円

もため込んでいます。こうなりますと、これは

政治の問題となります。長井市を活性化すると

いう場合、こういう全体をしっかり見て計画を

しなければならないと思いますが、市長のお考

えはどうでしょうか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 今まで詳しく今泉委員からご講義をいただき

ましたけども、おっしゃるとおりだと思います。

しかし、農業の問題にしても、あるいは少子化

の問題にしても、長井市だけでは解決できるこ

とではないだろうと。国全体のありようによっ

て、やはり私ども地方自治体もいろいろ規定さ

れるわけでございますので、そういった意味で

は、いろんな事業を計画するとき、あるいは施

策を議会のほうにも提案するときには、長井市

の日本の中における立ち位置あるいは地方自治

体としての今後の方向性などもいろいろ検討し

ながら、これは総合的な施策ですから、今回の

都市再生整備計画なり観光振興計画とか、ある

いは中心市街地活性化というのは、ほんの施策

の一部でございます。当然それとは別に、福祉

とか教育とか医療とか、そういったものはこれ

からも充実させていくわけでございます。しか

し、一番大切な雇用、ここの部分については、

製造業で一番雇用のいわゆる吸収力があるとい

うのは、これからも多分余り変わらないだろう

と。 

 その一方で、農業については非常に期待する

ところでございますが、こういうふうに農業が

機械化されて、なおかつさまざまな分野でどれ

ぐらい収益を上げられるかというところがはっ

きり見えない状況の中では、新規農業者はこれ

からもどんどんふえていただきたいと思います

し、支援はしなきゃいけないと思いますが、製

造業ほどのやっぱり雇用吸収というのはなかな

か難しいんではないかなと思っております。 

 したがいまして、それ以外の例えば商業等の

サービス、今こういった日本の場合ですと成熟

社会に入っておりますので、サービス業の占め

る職の割合というのはどんどん高くなってまい

りますので、そういったところも長井市として

考えなければならないだろうと、そのように思

っておるところでございます。ぜひ今泉委員か

らもいろいろご指導いただければ幸いです。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 それじゃあ、次に行きま

す。この活性化計画の見通しについてお伺いし

ます。 

 計画の中心は花公園、かわと道の駅で、それ

に河川緑地公園、19億円の予算の15億3,700万

円をこの３つの計画につぎ込むものです。この

たびの補正予算も、このかわと道の駅と関連の

河川緑地公園の調査設計委託料が提案されてお

ります。私は、この計画の見通しに大きな問題

を感じます。第１に、今申し上げた市の活性化

に逆行する政治経済・社会状態が現在も続いて

おり、それどころか、もっと悪い方向に進んで

いるからです。 

 東芝ライテックに見られるような雇用の減退

と不安定化があります。社会保障の切り下げが

一層ひどくなり、長井市でも国保税を17％も上

げ、また引き上げなければならない状況とお聞

きしました。その上、消費税10％の大増税が来

ます。一昨日も、消費税増税実施を中止させる

街頭署名を行いましたが、上げられたら困る、

生活も大変という声が圧倒的でした。さらに、

ＴＰＰが来たら、市民の暮らし、営業、地域経
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済はどうなりますか。こんな状況の中で、花公

園、かわと道の駅で長井市は活性化するのでし

ょうか。私は非常に疑問です。こういうときに

は、市が国の悪政から市民を守るため全力を挙

げながら、何といっても市民が最も願っている

ことの実現を軸に活性化を図るべきだと考えま

す。 

 一般質問でも、市の活性化につながっている

住宅リフォーム補助やパークゴルフ場の利用例

を挙げました。そして、福祉施設の増設や国保

税の引き下げ、市税の滞納の相談収納なども提

案しました。市民の懐から取り上げることをや

め、懐を温め、希望を持ってもらうことが本当

の活性化の道と思いますが、どうでしょうか。

市長、お伺いいたします。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 今泉委員おっしゃることもごもっともでござ

いますけれども、国の施策と、私ども地方自治

体の施策はちょっと視点が違うだろうというふ

うにまず思います。解決すべき課題は、市民の

皆様の所得が少ないからどうにかしろというふ

うに市のほうでできるものではございません。

したがって、国の経済政策、デフレをいかに回

復して、先進諸国の中でも経済成長率が２％、

３％なんていうのは低いほうなわけでありまし

て、やっぱりヨーロッパ、ＥＵなんかも今は苦

戦しておりますが、それなりに経済成長率にも

つながるような経済施策をすべきであろうと。 

 あと職を失うということで、今まで働いてお

った、特に長井市は製造業で働いておられる方

が多いわけですから、そこが例えば東芝ライテ

ックさんに象徴されるように、工場が閉鎖され

たり、あるいは仕事を縮小して、あるいは円高

で利益を上げられないという状況の中では、や

はりその円高の克服をどうするかといった部分

が、国でこれは行うべき施策であって、私ども

市町村でできる範囲はもちろん超えているわけ

ですから、ぜひそこは日本共産党の今泉委員に

も頑張っていただいて、そういった国策をより

国民生活が安定するような、そういった政治活

動を行っていただきたいなと思います。 

 長井市としては、決して逆行するということ

ではなくて、先ほど申し上げましたけども、第

３次産業、サービス業の非常に幅広い中で、例

えば今泉委員がおっしゃってる特老などの福祉

施設で雇用をふやすということも、これは一つ

大きな現在の要素でございますから、それはそ

れで長井市としても決して後ろ向きではない状

況ですので、しかし、それだけでも雇用はまだ

まだ足りないわけですから、そういった意味で、

かわと道の駅あるいは花公園、これは外からの

観光客の方に利用していただいて、経済波及効

果をより一層広げるということはございますけ

れども、基本は市民の皆様あるいはこの周辺に

住んでおられる方にやっぱり楽しんでいただく

と、なおかつそういったことで県内にいらっし

ゃる4,000万人と言われる観光客の皆様にもご

利用いただくことによって、長井市が、あるい

は中心市街地が活性化するんではないかという

ことでございますので、ぜひご理解をいただき

たいと思います。 

○安部 隆委員長 ここで昼食のため暫時休憩い

たします。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５９分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○安部 隆委員長 休憩前に復し、午前に引き続

き会議を再開いたします。 

 それでは、今泉春江委員の質疑を続行いたし

ます。 

 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 先ほどの午前中の市長の
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答弁ですが、まずあやめＲｅＰｏ、これが全体

像ではないと話されましたが、再生計画の全体

像でないとすれば、市民にこれをお示ししたに

もかかわらず、これが全体像でなければ、市民

はこれを見て、このあやめＲｅＰｏがこれから

の長井市の全体像と、皆さん、そういうふうに

見ております。全体像でなければ、何がそのほ

かにあるのでしょうか。どのようなものがある

か、お答え願いたいと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 全体像というのは、例えば製造業をどうする

のか、農業をどうするのか、あるいは福祉をど

うするのか、教育をどうするのか、そういった

全てのことが今まで長井市がほかの市町村とか、

あるいはいろんな事情があってできなかった、

弱かった部分、これを改善していくというのが

長井市全体の再生像でありまして、これが中心

市街地の再生ということでの一部でございます

ので、そういった意味で、全体ではございませ

んというふうに申し上げたところです。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 中心市街地の再生という

ことで、長井市の再生とここに大きく出ており

ます。今、市長は、中心市街地の再生とおっし

ゃいましたけども、長井市の再生とこのように

大きくお書きになってるんでは、ちょっとおか

しいんじゃないですか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 あやめＲｅＰｏにつきましては

連載物でございますので、全体像を最初に示す

というやり方もあるんでしょうけども、相当膨

大な資料になります。長井市の再生で、まず中

心市街地から始まるって書いてないですか。書

いてないでしょうか。そういったことで私は、

中心市街地、今回のあやめＲｅＰｏが全体像じ

ゃないということは、これよく読んでいただく

とわかるというふうに思ってます。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 確かに中心市街地活性化

から動き出す長井市の再生となっております。

それでは、まずこのあやめＲｅＰｏ、中心市街

地活性化から動き出す。じゃあ、この後、福祉、

教育、子育て、そういうものも市民の皆様方に

長井市再生ということで示すのでしょうか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 方向がちょっと変わってきたと

は思うんですが、私が申し上げてるのは、例え

ば前回のあやめＲｅＰｏは介護保険のことでご

ざいました。そういったことで、一つ一つ市民

の皆様に長井市の全体の施策について詳しく、

しかも非常に行政といいますか、制度というの

は複雑で、なかなかわかりません。財政なんか

も本当に難しい、専門用語などあって、わかり

ません。ですから、そういったところを少しず

つ紹介するのがあやめＲｅＰｏでございまして、

施政方針をあやめＲｅＰｏで申し上げてるので

はなく、詳しいところは施政方針で申し上げて

るわけですね。ですから、そこは今泉委員もご

存じだと思うんですね。私は、言われてる意味

がわかりません。長井市の再生って、これです

かと。それは施政方針で上げてるじゃないです

か。ですから、私が申し上げてることは、あく

までも一部であって、あやめＲｅＰｏは、その

都度その都度そのときの施策について必要と思

われるものを詳しく紹介するという内容で、全

部紹介するなんていうことでは、ちょっと紙面

上も難しいと思います。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 それでは、具体的には今

お答えいただけなかったんですけども、先ほど

の質問の中で、見通しということで市長は、地

方自治体は国の視点とは違うとおっしゃいまし

た。しかし、国の大きな政治とのかかわりがな

ければ、地方自治体の方向というものもないん

じゃないかと思います。地方自治体の方向とい
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うものは、大きく国の政治とかかわって動いて

いるんじゃないかと思います。これから、先ほ

ども申しましたように、消費税、それからＴＰ

Ｐ、社会保障切り下げなど、無関係に計画は進

んでいかないと思います。市民に大きく影響す

ることが予想されます。市民との関連を明らか

にして、どう乗り越えるのか。この道の駅、か

わの駅、花公園、長井市の再生ということで、

どう乗り越えるのか、その見通しをお聞きした

いと思います。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 国の施策で例えば消費税とか、

先ほど冒頭におっしゃいました農政の状況とか、

それにもちろん私ども長井市民の皆様も国の政

策でいろんな生活が影響されると思います。し

かし、国の政策とは違って、私どもは国の政策

の部分で権限のない部分ってたくさんあるわけ

ですよ。国で決められた制度で、それを長井市

でこういうふうにしてくださいと、法令で定め

られた部分をやるわけでして、国が消費税を上

げたものに対して、じゃあ消費税、長井市は反

対だから長井市だけしないなんていうことはで

きないわけですし、ですから、それは国の施策

によって市民生活も影響されますよ。でも、私

ども長井市が国に対して、その対応に対してど

うのこうのって言うのは、基本的にはできない

ですよ。むしろ今の結局国の施策でできない部

分を逆に少し単独事業で、お金もかかるんだけ

ど、厚く福祉をしようとか教育を考えていこう

とか、そういうことはできますよ。国の施策に

のっとって長井市はどうするんですかと、それ

にどういうふうに対応するんですかと言われる

と、なかなかやっぱりおっしゃってる意味が私

にはよくわかりません。以上です。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 私の申しておりますこと

は、今この計画があるわけですよね。この後、

消費税が10％とかになったときに、果たしてこ

れから何年計画かでしていくわけですから、そ

の後も、これができた後も消費税やＴＰＰが来

るわけですよね。そういう見通しも、そういう

ことも考えて事業を計画なさっているのですか

ということをお尋ねしてるんであって、消費税

を長井市だけしないとか、そういうことでなく

て、長井市もそういうものに、市民の生活に大

きくかかわってくるわけです。ですから、そう

いうことがかかわってくることと同時に、この

計画の見通しが、そういうものも考えて見通し

を立ててらっしゃるのでしょうかということで

す。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

消費税10％上がるということは、どういうふう

な課税の免除の部分があるかどうかわかりませ

んけれども、基本的には全国一律なわけですか

ら、長井市だけの問題ではありませんので、特

に想定しておりません。 

 あとＴＰＰについては、どうなるかわからな

い状況ですし、実際我々地方自治体でさえ市民

生活にどういう影響が加わってくるのか、ある

いは行政運営上、ＴＰＰがどのような悪影響あ

るいは好影響なのかわかりませんけども、そう

いったところはまだ明らかにされていないわけ

です。ですから、全く今回の計画については、

その２点について、その影響を考えているもの

ではありません。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 じゃあ、今、市長おっし

ゃったように、その影響は考えてないというこ

とでよろしいんですね、今の段階では考えてな

いということで。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 そのとおりです。特にＴＰＰと

消費税を考えて、この事業をどうのこうのとい

うことは考えてございません。全ての行政運営

にかかわってくることだと思ってます。この事
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業だけの問題ではないというふうに思ってます。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 市長から、いろいろと答

弁いただきました。ですが、今の答弁で私は納

得できるものはありません。強く見直しを求め

ます。以上でこっちを終わります。 

 次の質問に移ります。次の質問ですが、東芝

ライテック問題について伺います。 

 一般質問でもお伺いいたしましたが、先日、

私たち共産党は飯豊町に行って、町の対応を聞

きながら幾つかの提案もしてまいりました。 

 そこで、伺いますが、市は、当初、工場撤退

の撤回を掲げて要請してきたはずです。先日、

市長と議長が本社社長と面会し、要請したこと

を新聞で知りましたが、要請の内容と会社の対

応について要点を簡単にお聞かせください。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 市議会のほうからも、議員の皆様からいろい

ろご提言いただきましたので、やはり私と議長

が行ってないと、ぜひお願いに行くべきだとい

うことがまず第１点。 

 あと第２点目といたしましては、その後、東

芝ライテック本社から取締役総務部長が数回、

私も面談しております。その中で、改めて私ど

もが当初、副市長と副議長が飯豊町の町長、議

長と一緒にお願いした中身については、まず不

可能であるというようなことから、それでは、

何とか栃木工場に行けない人のために、雇用を

しっかりと守っていただくような手だてをとっ

てほしいということをお願いし、具体的に幾つ

かの提案をしておりました。そういったことを

改めてお願いしてきたところでございます。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 具体的な提案というのも

お聞かせいただければ、よろしくお願いします。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 具体的な提案というのは、実際何名の方が鹿

沼のほうに行かれて、何名の方が長井市にとど

まっていただくのか、ちょっとよくわかりませ

んが、しかし、少なからずの方がやっぱりいろ

んな事情で行けない人もいらっしゃるだろうと。

そんなことで、ライテックとＬＤＦに勤めてい

る長井市の市民の皆様の残った方に対して再就

職先を一生懸命あっせんなさっていただいてる

んですけども、なかなか今、置賜の有効求人倍

率が非常に低い状況でございますので、製造業

そのものがやっぱり置賜は、むしろ雇用よりも

雇用調整に入ってると、数百名の希望退職をお

願いしてるような状況ですので、なかなか難し

いと、再就職先をほかの会社にお願いするのは。

ですから、それを例えばまず第１点目としては、

東芝ライテックがここの工場がなくなったとし

ても、新たな現地法人を残った人のためにつく

っていただいて、そこに東芝ライテック等の下

請の仕事を出してもらえないかということが第

１点。 

 第２点目は、現地法人をつくるのが難しいと

したら、長井市とか、この周辺の製造業のとこ

ろにその方たちを再雇用いただいて、そのかわ

りライテックの下請の仕事を出してもらうと。

そういったことで雇用と、あるいは受注を守っ

ていただくというようなことが第２点目。 

 第３点目は、それがさらに東芝ライテックだ

けではなくて、東芝グループ全体で何とかそう

いった受注をしていただけるような道を再度探

っていただきたいと。それに対して私ども市は、

あるいは県も協力いただいて、設備投資に対す

るいろいろな固定資産税の何年間の免除であっ

たり雇用の奨励金であったり、さまざまな設備

投資に対する支援を一緒になってやっていきた

いと。ですから、ぜひご検討いただきたいとい

うことをお願いしてまいりました。以上です。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 まず、この件で大事なこ
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とは、東芝ライテックは従業員に対してではな

く、長井市の関連企業も含め、長井市の雇用と

経済に重大な影響を及ぼし、市の税収にも大き

く影響するということです。この点で、会社に

は社会的責任があります。会社の一方的な都合

で、「会社さえよければ後はどうなってもよ

い」では済まされない責任があると思います。 

 ところで、この東芝ライテック工場がなくな

った場合、市の税収にはどれだけ影響いたしま

すか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 具体的な数字につきましては、今、資料を持

ち合わせておりませんが、法人税、本社は神奈

川でございますけれども、平等割とか、そうい

った部分がございます。それから、固定資産税、

これはそのまま工場がある以上は市としていた

だくわけでございますけれども、そういった法

人市民税の部分については、金額的にはちょっ

と確認しないとわかりません。もし必要でした

ら、ちょっと休憩をいただいて調べてまいりた

いと思いますが。それと、あとは一番大きいの

は、従業員の皆様の所得税、市民税等々だとい

うふうに思っております。以上です。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 できれば後で結構ですの

で、資料をいただければと思います。 

 そういうこともありまして、市として工場移

転を撤回させるために粘り強く要請に行くこと

が大事だと思いますが、この間の社長との面談

では撤回ということは申し上げなかったのでし

ょうか、ちょっとお聞きします。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 その前に、先ほどの資料についてですが、企

業の税金といいますか、どのぐらいの税収に影

響があるかというのをちょっと情報として、資

料としてお出しすることは適切ではないという

ふうに判断させていただきたいと思います。大

体どのぐらいということは、一般的な例えば工

場とか支社とか営業所のあるところについては

どのぐらいということは申し上げられるんです

が、東芝ライテックの長井工場でどのぐらい払

ってるんだということは、ちょっと個人情報で

ございますので、そこについては少し資料を検

討させていただいて、後ほどお求めの資料をど

こまで出せるか、税務課のほうと検討して提出

させていただきたいと思います。 

 お答えの部分でございますが、この間、21日

の午前中でございますが、蒲生議長と一緒に、

また山形県の置賜総合支庁の産業経済部長の丸

山部長と３名、それから担当主幹と４名で行っ

てきたところでございますが、まず再三にわた

って取締役総務部長とは何度も私はお話しして

おりますので、具体的な提案もしておりますの

で、撤回してくださいということは今回は申し

上げてきておりません。これは私が行きました

ら、その事情をとうとうと10数分にわたって、

東芝ライテックの状況あるいは東芝の置かれて

る状況等々お話がありましたので、これはもう

既に飯豊町の町長の皆さんと一緒に副市長、そ

れから副議長がお願いしておりますので、今回

は具体的な提案を持っていったということでご

ざいます。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 しかし、今回の本社訪問

もそうですが、その際、私が一般質問でも触れ

ましたが、東芝ライテックは３月期決算では黒

字を出していること、それから長井工場は閉鎖

が発表されても仕事が減るどころか、とても忙

しくなってきているということです。それから、

会社は資本金が100億円という大企業であるこ

と、それから鹿沼に移るということは、鹿沼と

いうところは大地震圏内の場所でもあり、そし

て長井市というのは地震被害の比較的少ないと

ころでありますので、長井工場を維持したほう
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が会社のためにはよいのではないかなどを上げ

ながら、東芝ライテックの社会的責任を果たす

よう強く求めていくことが大切と思いますが、

いかがでしょうか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 一般質問でも申し上げましたけ

れども、東芝ライテックさんが国、県とか、そ

ういう公的団体であれば、これは当然そういっ

たことを求めていかなきゃいけないと。しかし、

一般企業といえども、今泉委員おっしゃるよう

に社会的責任というのは大きいものがあると思

います。ですから、そこで働いておられる従業

員の方が100名も超えるということは、会社そ

のものは形態が株主とか個人所有であっても、

その生産施設というのは社会的な部分、公的な

性格を持ってるということはおっしゃるとおり

ですけども、しかし、今、私たちの社会は資本

主義社会でありますので、それを私ども行政が

お願いすることはできますけれども、それ以上

立ち入ることはなかなか実質的には難しいだろ

うというふうに思っております。 

 ですから、むしろそういうふうに反対反対と

言うよりは、少しでもこちらに残る社員の皆さ

んのために実現可能な政策を探っていくという

のが私は地元の自治体として重要なことだろう

と。それで反対運動を起こして撤回してもらえ

るんだったら、可能性が高かったらいいです。

その可能性がどのくらいあるかといったら、こ

れは限りなくゼロに近いだろうと。ゼロではな

いかもしれません。しかし、限りなくゼロに近

いと私は判断しております。したがいまして、

そこに全力を尽くすよりも、少しでも地元の従

業員の方が働く場を見つけることができる、そ

して生活が安定することができる、そういった

施策をお願いしていくのが私は自治体の役割で

あろうと、そのように思ってます。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 確かに撤退ということに

なれば、行けない人もいるわけですから、市長

のおっしゃるように、要請した内容のように、

やっぱり行けない方、地元に残る方のために働

く場を残してほしいという従業員の、職員の方

の大半がそういうふうに希望しておりますので、

そういうことも非常に大切なわけですが、でも、

まだ具体的には何人が行けて、何人が行けない

のかとか、そういう労働組合の話し合いで、ま

だ具体的にはなってないわけです。ですから、

やっぱり可能性のある、今、長井市、飯豊町、

県が連携して、一緒になって運動するというこ

とが大事です。もちろん長井市、飯豊町、県の

方と本社を訪問なさったわけですから、この連

携ということがとても大事だと思います。 

 しかし、県の動き、例えば知事が動くことな

どの役割などは、すごく大きいと思います。そ

して、経済産業省や政党への要請なども有効で

はないかと思います。私たち共産党は、県委員

会に県知事への要請、また党中央に国会議員が

会社に出向いて交渉、国会でも取り上げるよう

に要請いたしました。大変深刻な問題ですので、

このような政治的な方法で、また解雇などで違

法があった場合、法的な対処、そして何よりも

市も含めた地域ぐるみの運動で会社に社会的責

任を果たさせていくことが大事だと思います。

いかがでしょうか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 今泉委員がおっしゃった運動は大切かもしれ

ませんけれども、私ども長井市として、いろん

な手だては考えなきゃいけませんが、運動とい

うものはやはり本来行政がやるべきことではな

くて、労働組合あるいは関係する人たちが頑張

ってやっていただく。それを私ども行政が何か

お手伝いできることがあったらということでの

運動は、行政としてもする必要性があるかもし

れません。しかし、繰り返すようですが、相手

は国とか県ではございませんので、民間の企業、
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幾ら大企業といえども民間企業ですので、そこ

はやっぱり自治体としての運動の限度があるだ

ろうと。今泉委員がおっしゃるように、例えば

日本共産党で長井市支部から上がった、そうい

った要望に対して政党が動いていただけるとい

うのは大変ありがたいことだとは思いますが、

その政党と一緒になって自治体が運動を行うと

いうことは、また違う役割だと思っております。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 運動というよりも協働と

いうか、一緒に頑張ろうと。最後までやっぱり

一緒に頑張りましょうと。可能性のあるものは

連携して闘うという言葉はちょっとあれですけ

ども、一緒に交渉しましょうという意味で申し

上げたんですけども、単なる政治運動とか、そ

ういうものではなく、市民の生活を守るために、

自治体として最後まで市民のために頑張るとい

うことが大切ではないでしょうか。いろいろ市

長から答弁をお聞きしましたが、この問題はこ

れからが正念場じゃないかと思います。私は、

撤回のために最後まで全力を市は挙げてほしい

と思います。 

 じゃあ、次の最後の質問に参ります。一般質

問で市庁舎の暑さ対策を申し上げました。きょ

うあたりは涼しいというか、かえって寒いよう

な感じで、何かほっとしたというか、あの暑さ

はどこへ行ってしまったのかと、本当に不思議

なような気がいたします。市長は、答弁で１億

円ぐらいかかると、すぐには対処できないと答

弁されました。しかし、去年も一昨年も、毎年

暑さは何か厳しくなってるように思います。こ

としのような状態が引き続き起こるということ

は大変問題であり、やっぱり優先的に職員の健

康、また効率的な仕事をする環境を整えるとい

うことは非常に大事ではないでしょうか。市長、

いかがでしょうか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 一般質問でもお答えいたしまし

たように、委員おっしゃるように、非常に重要

な課題だというふうに思っております。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 重要だということは市長

もお考えになってるわけですので、ぜひ重要で

あれば優先的に取り組んでいただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 これも一般質問でお答えいたし

ましたように、確かに額が１億円以上かかりそ

うだということもございますが、一般質問でも

申しましたように、21年、22年に多くの議員の

皆さんから、やはり非効率ではないかと、精神

論だけではだめだろうというようなご指摘など

もいただいて検討したわけでございますけれど

も、まず一つは、ようやく財政のほうが先の見

通しが立ったということで、具体的に検討しな

きゃいけないというふうに思っておりました。

ただし、昨年の大震災で節電あるいはエアコン

を我慢するという全国的な風潮があったわけで

すね。もう１年たつと日本人は忘れてしまうん

ですが、そういった状況の中で、果たして24年

度にやっていいものだろうかという迷いはござ

いました。状況を少し見ようと。 

 そのため、ことし、まず本庁の耐震調査をも

う既に発注済みでございますけども、それを行

いながら、果たしてこの建物がどのぐらいもつ

のかという中で、やっぱり設備投資も考えてい

きたいと思っております。それと、本庁舎はそ

ういったことで進めておりますが、第２庁舎に

ついては、耐震調査をするまでもない非常に危

険な建物というふうに思われますので、これは

一刻も早く新たな対策を考えていかなきゃいけ

ないというふうに思っております。 

 ただし、庁舎に関することについては、基本

的に補助が全くないということ、それから自前

の準備しなきゃいけないお金が比率が高いとい

うことから、やはり先ほど来都市再生整備計画
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の中で莫大な公共投資というお話がございまし

たけども、庁舎を、エアコンぐらいですと１億

円で済みますけども、いろいろ考えますと、大

変多額の金額が必要となります。加えて文化会

館をどうするのか、あるいは老朽化した学校給

食共同調理場をどうするのかと、そういったこ

とがたくさんありますので、そこについてはや

はり計画を具体的にことしから来年にかけて、

２年ぐらいかけながら庁舎とか公共事業の内容

についても第５次総合計画にきちっとうたえる

ように検討しなきゃいけないというふうに思っ

てるところです。 

○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 検討するとおっしゃって

ますが、やっぱり確かに第２庁舎は老朽化して、

いつどうなるか。やはり市民の方も、あそこに

お邪魔するわけですよね。そうすると、もちろ

ん耐震調査するまでもなく、本当に危険なとい

うか、そういうような建物に思えます。私も感

じます。そして、それだからといって新しい庁

舎を建てかえるというところまではいかないと、

莫大なお金がかかると。それでは、いつまでも

ああいうところで職員の方がお仕事をなさって、

いつになるかわからない、見通しもわからない

ようなことでよろしいのでしょうか。 

 本当にあの状態でお仕事をなさっているとい

うことは、外で仕事をなさってるのなら、こう

いう状態だということはありますけど、うちの

中で仕事をなさってるのに、あのような状態で、

そして２年ぐらいの間に検討なさるとおっしゃ

いましたけども、この議場も、一般質問のあた

りはすごい暑さでした。やはりこのようなこと

で優先的に、かわの駅、道の駅、長井市再生も

大事ですが、もっと先にしなければならないこ

とというのがこのようにたくさんあるのではな

いでしょうか。 

 私は、やはりこういう足元からというか、今

まで職員も本当に長井市のために我慢して努力

なさってきました。５億幾らの黒字も出ました。

やはりここで職員のためにも、しっかりと仕事

ができる環境をつくってあげるべきだと思いま

す。強くそれを私は優先的に取り組んでほしい

と思います。大変なところから着手すべきだと

思います。 

 そして、私、暑さ対策ということで一般質問

では市民への冷水機と申し上げました。しかし、

涼しくなりました。もちろん夏の冷水機は必要

かと思います。しかし、これから涼しくなり、

寒くなり、お茶などの機器なども置いてはどう

かなと考えますけれども、市長、いかがでしょ

うか。最後に一言お願いいたします。 

○安部 隆委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答え、一言ということでござ

いますが、やはりいろんな公共事業というのは

性格がありますので、全部同じような性格のも

のじゃないということだけはご理解いただきた

いと思います。庁舎と、例えば病院だって耐震

化になってないです。文化会館も耐震化になっ

てないです。ちょっと違うでしょう、性格がと

いうことをおわかりいただきたい。 

 あと、かわと道の駅が常に引き合いに出され

ますけども、あすこはいろんな目的があるわけ

です。農業振興であったり、あるいは地産地消

であったり、ですから、一概に公共事業どうの

こうのとおっしゃる前に、きちんと役割分担を

考えてやってるんだということをぜひご理解い

ただきたいと思います。 

 ご質問の冷水機については、ぜひ検討します

というふうに答弁させていただきましたけれど

も、お茶についても、自動のそういうお茶のも

のですと、よく例えば高速道路のパーキングエ

リア、サービスエリアに自動のやつがあります

よね。冬、ああいったものなどを置くことは、

検討することもよろしいんじゃないかなと思い

ますので、担当課と相談した上で、いろいろ今

後検討したいと思います。 
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○安部 隆委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 最後に一言とお願いした

ところでしたけども、そのお茶セットなんです

けども、簡単な、お医者さんなどでも置いてあ

るような、ああいうものでも結構じゃないかと

思います。お医者さんの待合室なんかでも置い

てありますよね、冷水機と同じような大きさで。

あのようなものでも市民に対しては十分なおも

てなしじゃないかなと思います。ぜひそこのと

ころの検討をよろしくお願いします。暑さ対策、

本当に大変なところから着手していただきたい

と思います。 

 以上をもちまして私の総括質疑を終わらせて

いただきます。ありがとうございます。 

 

 

 我妻 昇委員の総括質疑 

 

 

○安部 隆委員長 次に、順位３番、議席番号７

番、我妻 昇委員。 

○７番 我妻 昇委員 よろしくお願いいたしま

す。先ほども「ぼくらの文楽」の話がちょっと

出ましたけれども、私も、きのう、１日目は参

加できなかったんですが、２日目であるきのう

は一スタッフ、実行委員として参加させていた

だきまして、きのうも夜中というか、夜まで手

伝ってきたものですから、あちこち筋肉痛のよ

うな状態になってます。きょうも、彼らは、こ

の雨の中、かっぱ着て撤去作業をしてるんだろ

うなと思うと、事故がないといいなというふう

に思っております。 

 「ぼくらの文楽」で、いろんな都会から、あ

るいは県内の遠いところからも来た方と、足湯

というところで、いろんな触れ合いをさせてい

ただきまして、本当に長井市はいいところだな

というふうにおっしゃっていただきました。今

回初めて来たと、来年も来るよという方、また

去年も、ことしも来てますと、また来ますとい

う方、まずとにかくいいところだなというふう

におっしゃっていただく、これが本当に私も参

加してよかったなと、収穫を得たところでござ

います。ぜひそういった長井市のファンという

んでしょうか、長井市はいいところだなという

ふうに思ってくれて、しかも遠いところからわ

ざわざここに来てくれる方が一人でも多くなれ

ばいいなというふうに願いながら、質問をさせ

ていただきます。 

 まず、第１点目ですが、観光振興計画につい

て伺います。 

 ７億3,000万円をかけ、新たに花公園を建設

するよりも、あやめ公園を通年型に整備すべき

ではないかということで、質問事項に具体的に

質問を上げてしまったんで、何も脚色するとこ

ろもないわけですが、30分もかからないで終わ

ってしまうのもなんなものですから、ぜひじっ

くり答弁していただきたいなと思いますが、い

つも簡潔になどと申しておりますけれども、き

ょうは、なるべく議論を深めたいなというふう

に思っている次第です。 

 あやめ公園が通年型でないということですよ

ね。１カ月です。あれを、１カ月ありませんよ

ね、実質来る方は。有料期間というのは、ほん

の２週間がいいところでしょうかね。以前はも

っとあったのかもしれませんが、ここの花の時

期もずれてきたということもあって。これを通

年型にすればいいのになというような話は昔か

らありましたよね。あのハーブガーデンがはや

りのころ、ハーブを植えたらいいんじゃないか

とか、アヤメ以外にも、いろんな花があるだろ

うと。あるいはテーマパークなど、いろんなこ

とがありましたので、あやめ公園にこれからは

力を入れていくんだろうなというふうに私なり

に将来考えていたわけです。 

 多分そういった議論が今後出てくるだろうな

と思ったところ、この観光振興計画、素案の状




